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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年3月3日(2011.3.3)

【公表番号】特表2002-535430(P2002-535430A)
【公表日】平成14年10月22日(2002.10.22)
【出願番号】特願2000-594859(P2000-594859)
【国際特許分類】
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   Ｃ０９Ｃ   1/44     (2006.01)
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   Ｃ０８Ｌ  21/00    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年1月17日(2011.1.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】発明の名称
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の名称】結合したポリマー基を有する凝集体およびポリマー発泡体
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　少なくとも１つの直接的に化学的に結合したポリマーを有する凝集体
であり、該凝集体は少なくとも１つの炭素相ならびに揮発性ケイ素含有化合物もしくは分
解性ケイ素含有化合物から誘導される少なくとも１つのケイ素含有種相または金属含有種
相を含む凝集体であって、該ポリマーがシラン含有ポリマーまたはシロキサンを含むか、
あるいは、該ポリマーが、ポリエーテル、メタクリレート、ポリビニルアルコール、ポリ
アルキレン、ポリエチレン、ポリ（塩化ビニル）、ポリイソブチレン、ポリカプロラクタ
ム（ナイロン）、ポリイソプレン、ポリアミド、ポリカーボネート、高分子電解質、ポリ
エステル、ポリアルキレンオキシド、（ポリヒドロキシ）ベンゼン、ポリイミド、イオウ
含有ポリマー、ポリオレフィン、ポリオール、ポリメチルベンゼン、ポリスチレン、スチ
レンコポリマー、アセタールポリマー、アクリルポリマー、アクリロニトリルポリマーお
よびコポリマー、ハロゲン含有ポリオレフィン、フルオロポリマー、イオノマーポリマー
、多糖類、ケトン基含有ポリマー、液晶ポリマー、ポリアミド－イミド、オレフィン二重
結合含有ポリマー、ポリオレフィンコポリマー、ポリフェニレンオキシド、ポリウレタン
、熱可塑性エラストマー、シリコーンポリマー、アルキド、エポキシおよび不飽和ポリエ
ステル、またはそれらの組み合わせから選ばれる、凝集体。
　　【請求項２】　少なくとも１つの芳香族基もしくは少なくとも１つのアルキル基を含
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む、少なくとも１つの有機基の結合をさらに含む請求項１記載の凝集体。
　　【請求項３】　前記凝集体が前記炭素相および前記金属含有種相を含む、請求項１記
載の凝集体。
　　【請求項４】　請求項１記載の少なくとも１種の凝集体を分布させた硬質の、独立気
泡の発泡体を含む断熱製品。
　　【請求項５】　少なくとも１つの炭素相ならびに揮発性ケイ素含有化合物もしくは分
解性ケイ素含有化合物から誘導される少なくとも１つのケイ素含有種相または金属含有種
相を含む凝集体を、少なくとも１つの官能基を有する少なくとも１種の出発ポリマーであ
って、該ポリマーがシラン含有ポリマーまたはシロキサンを含むか、あるいは、該ポリマ
ーが、ポリエーテル、メタクリレート、ポリビニルアルコール、ポリアルキレン、ポリエ
チレン、ポリ（塩化ビニル）、ポリイソブチレン、ポリカプロラクタム（ナイロン）、ポ
リイソプレン、ポリアミド、ポリカーボネート、高分子電解質、ポリエステル、ポリアル
キレンオキシド、（ポリヒドロキシ）ベンゼン、ポリイミド、イオウ含有ポリマー、ポリ
オレフィン、ポリオール、ポリメチルベンゼン、ポリスチレン、スチレンコポリマー、ア
セタールポリマー、アクリルポリマー、アクリロニトリルポリマーおよびコポリマー、ハ
ロゲン含有ポリオレフィン、フルオロポリマー、イオノマーポリマー、多糖類、ケトン基
含有ポリマー、液晶ポリマー、ポリアミド－イミド、オレフィン二重結合含有ポリマー、
ポリオレフィンコポリマー、ポリフェニレンオキシド、ポリウレタン、熱可塑性エラスト
マー、シリコーンポリマー、アルキド、エポキシおよび不飽和ポリエステル、またはそれ
らの組み合わせから選ばれる該ポリマーと混合させこと、ならびに該ポリマーが凝集体に
直接的に化学的に結合する程度に混練することの段階を含む、請求項１記載の凝集体の製
造方法。
　　【請求項６】　混練の間に熱を加えることをさらに含む請求項５記載の方法。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　発明の背景 本発明は、エラストマー組成物、ポリマー組成物等のような種々の用途に
有用である充填剤のような凝集体に関する。本発明はさらにこれらの凝集体の製造法に関
する。さらに本発明は断熱用途に有用なポリマー発泡体、特に独立気泡のポリマー発泡体
に関し、表面を改質した炭素質充填剤を含む。本発明はさらにこのようなポリマー発泡体
の製造に有用な新規組成物に関する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
　カーボンブラックは、炭化水素原料を高温燃焼ガスで熱分解して粒子カーボンブラック
を含む燃焼生成物を製造することによりファーネス型反応器で製造されるのが通常である
。カーボンブラックは凝集体の形態で存在する。そして凝集体はカーボンブラック粒子で
形成される。しかし、カーボンブラック粒子はカーボンブラック凝集体と独立して存在し
ないのが通常である。カーボンブラックは粒径および比表面積；凝集体径、形状および分
布；ならびに表面の化学的および物理的性質を含むが、これらに限定されない、分析的特
性にもとづいて特徴づけられるのが通常である。カーボンブラックの性質はこの分野に公
知の試験により分析的に測定される。たとえば、窒素吸着表面積（ＡＳＴＭ試験法のＤ３
０３７－Ａ法もしくはＤ４８２０－Ｂ法により測定される）およびセチル－トリメチルア
ンモニウムブロマイド吸収バルブ（ＣＴＡＢ）（ＡＳＴＭ試験法Ｄ３７６５〔０９．０１
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〕で測定される）は比表面積の尺度である。破砕（ＣＤＢＰ）（ＡＳＴＭ試験法Ｄ３４９
３－８６で測定される）および非破砕（ＤＢＰ）カーボンブラック（ＡＳＴＭ試験法Ｄ２
４１４－９３で測定される）のジブチルフタレート吸収は凝集体ストラクチャーに関連す
る。結合ゴム値（ｂｏｕｎｄ　ｒｕｂｂｅｒ　ｖａｌｕｅ）はカーボンブラックの表面活
性に関する。所与のカーボンブラックの性質は製造条件に依存し、たとえば温度、圧力、
原料、滞留時間、急冷温度、流量、および他のパラメータを変更することにより改質され
うる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　シリカもエラストマーのための強化剤（もしくは充填剤）として使用される。しかし、
エラストマーの補強剤としてシリカ単独を使用することは、補強剤としてカーボンブラッ
ク単独で得られる結果と比べて不十分な性能をもたらす。強い充填剤－充填剤相互作用と
不十分な充填剤－エラストマー相互作用が不十分なシリカの性能を説明すると述べられる
。シリカ－エラストマー相互作用は、ビス（３－トリエトキシシリルプロピル）テトラ－
スルファン（ドイツＤｅｇｕｓｓａ　ＡＧからＳｉ－６９として商業的に入手しうる）の
ような化学的カップリング剤でその２つを化学的に結合することにより改良されうる。Ｓ
ｉ－６９のようなカップリング剤はエラストマーとシリカの間に化学的結合を創り出し、
それによりシリカをエラストマーにカップリングする。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　加えて、粒子充填剤材料のような充填剤材料を含むポリマー発泡体は広く知られており
、数多くの用途に使用されている。カーボンブラックもしくは他の粒子充填剤のような粒
子充填剤を含有する、独立気泡の硬質ポリマー発泡体、特にポリウレタンおよびポリイソ
シアヌレート発泡体は、断熱目的のために広く用いられている。この型の発泡体および断
熱目的のためのその使用は、たとえばＤｅ Ｖｏｓらの米国特許第５，６０４，２６５号
明細書に開示される。さらにＢａｒｔｚらの米国特許第５，３７３，０２６号明細書に、
カーボンブラック充填剤を配合したポリマー発泡体構造が断熱目的のために教示される。
これらの特許は引用によりここに組入れられる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　改良されたポリマー発泡体を提供することが本発明のさらなる特徴である。比較的低い
熱伝導、あるいは発泡体の単位コストあたり比較的低い熱伝導を有するポリマー発泡体を
提供することが本発明の特別な特徴である。本発明のある好適な態様によれば、以前には
そのような用途には用いられておらず、種々の遮断目的に適している表面改質粒子充填剤
材料を配合する硬質の、独立気泡のポリマー発泡体を提供することが特徴である。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　さらに、本発明は本発明の凝集体の製造方法に関し、少なくとも１つの炭素相およびケ
イ素含有種相を含有する凝集体を、官能基を有する少なくとも１つの反応性ポリマーと結
合させること、ならびに少なくとも１つの付着ポリマーを有する凝集体を形成するために
混合することを含む。好適にはこの方法において、熱もしくは他の手段も生すべき付着の
ための反応時間を低減させるために加えられる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　もう１つの態様において、硬質の、独立気泡のポリマー発泡体が用意され、上述の化学
修飾した炭素質充填剤を含む。ある好適な態様は化学修飾した炭素質充填剤を有する硬質
の、独立気泡のポリマー発泡体であり、非ＣＦＣ発泡剤および／または発泡体製造につづ
くその反応生成物を含んでいる。ある好適な態様によれば、ポリウレタン発泡体が用意さ
れ、発泡体中に分散された化学修飾した炭素質充填剤を含む。ある好適な態様によれば、
ポリイソシアヌレート発泡体が用意され、発泡体中に分散された化学修飾した炭素質充填
剤を含む。ある好適な態様によれば、ポリスチレン発泡体が用意され、発泡体中に分散さ
れた化学修飾した炭素質充填剤を含む。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　もう１つの態様によれば、ポリウレタン発泡体、ポリイソシアヌレート発泡体および／
またはポリスチレン発泡体が用意され、発泡体中に分散された化学修飾した充填剤を含む
。ある特に好適な態様によれば、硬質の、独立気泡のポリウレタン発泡体、ポリイソシア
ヌレート発泡体および／またはポリスチレン発泡体は適切なカーボンブラック材料をポリ
スチレン官能化反応物と反応させて、カーボンブラック粒子の表面に官能基を置くことに
より形成された修飾したカーボンブラック充填剤を配合する。ある態様によると、修飾し
た炭素質充填剤はＣ１～Ｃ２０の基のような官能基、たとえばイソシアネート、アシルア
ジド、アルコール、アミン、チオール、アルコキシド、もしくはそれらの混合物から選ば
れるＣ１～Ｃ８の基を有する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　ある好適な態様によれば、化学修飾した炭素質充填剤はポリウレタン発泡系のポリオー
ルもしくはイソシアネート反応成分（または両方）に分散された表面修飾カーボンブラッ
クである。もう１つの態様によれば、ポリマー発泡体、好ましくは硬いポリウレタンもし
くはポリイソシアヌレート発泡体、は種々の適切なシランおよび／またはシリコーン材料
で処理された炭素質粒子材料の反応生成物でありうる化学修飾した炭素質充填剤を含む。
理論に縛られることを望まないが、炭素質材料の表面の化学的性質はシランもしくはシリ
コーン材料でのそのような処理により修飾されると現在理解される。好適には、シラン材
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料はイソシアナートと反応する、アミンおよび／またはアルコールのような、官能基を含
む。適切なシリコーン処理材料はカーボンブラック粒子材料を処理して修飾したカーボン
ブラック粒子充填剤を形成するための、シリコーン／エチレンオキシドもしくはシリコー
ン／プロピレンオキシドコポリマーのようなシリコーン界面活性剤を含む。好適には、炭
素質粒子材料は表面の化学的性質の１部として、シラン、シリコーン、もしくはシリコー
ン界面活性剤で結合されうる領域を有する。任意には、そのような表面領域はシリカ質で
あり、シラノール基を含む。その構造の１部としてヒドロキシ（Ｓｉ－ＯＨ）および／ま
たはアルコキシ基（たとえばＳｉ－ＯＲ、Ｒはアルキル基）を有するシラン、シリコーン
およびシリコーン界面活性剤がこのような態様での使用に好適である。理論に縛られたく
はないが、これらのシラン、シリコーンもしくはシリコーン界面活性剤と炭素質粒子材料
のシラノール基との縮合は粒子材料の表面修飾を生じ、それによりシラン、シリコーンも
しくはシリコーン界面活性剤は粒子の表面に付着される。ある好適な態様によると、これ
らの表面官能化炭素質粒子充填剤はポリウレタン発泡体系のポリオールもしくはイソシア
ネート反応成分（または両方）によく分散されている。この種の修飾炭素質粒子充填剤は
、ある特に好適な態様により硬質の、独立気泡のポリウレタン発泡体中に配合されるとき
、対応する未処理カーボンブラック粒子材料で同一のポリマー系を用いて得られるよりも
発泡体セルの窓において高い濃度でみられる。特に、修飾炭素質粒子充填剤の多くはポリ
ウレタン発泡体の気体／固体界面でみられる。充填剤材料の改良された分布は対応する未
処理カーボンブラック材料を含む同一の発泡体に比較して低い熱伝導の発泡体を生じる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　この種の化学修飾した炭素質充填剤は、ある好適な態様により硬質の、独立気泡のポリ
ウレタン発泡体に配合されるとき、対応する未処理カーボンブラック材料を含む同一のポ
リマー系を用いて得られるよりも発泡体セルの窓で比較的高い濃度を有する。特に、修飾
炭素質粒子の多くはポリウレタン発泡体の気体／固体界面でみられる。充填剤材料の改良
された分布は、対応する未処理カーボンブラックを含む同一の発泡体に比較して低い熱伝
導の発泡体を生じる。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　１つの態様によると、修飾した炭素質粒子充填剤を含む、独立気泡のポリマー発泡体が
用意され、そこでは修飾した炭素質粒子充填剤の不釣合いに高い部分が発泡体セルの窓の
部分に位置され、そして修飾したカーボンブラック粒子充填剤の相応して低い部分が発泡
体セルの支柱部分に位置される。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　ある好適な態様によると、独立気泡のポリマー発泡体、好ましくはポリウレタンもしく
はポリイソシアヌレート発泡体は、表面修飾された（たとえば、上述のように特にポリマ
ー部分に化学的に結合される）カーボンブラック、活性炭、木炭、活性木炭、黒鉛、炭素
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繊維もしくはフィブリル、またはそれらの１つもしくはそれより多い混合物の形態で、化
学修飾した炭素質充填剤を含む。好ましくはそのような化学修飾炭素質充填剤は、発泡体
内で、特に発泡体の窓で、気体／固体界面で個々の粒子を優先的に位置させるに有効な官
能基を付与する。これらの化学修飾炭素質充填剤のための好適な官能基は、たとえば、ア
リール基、アルキル基、ケトン基、シラン基、エーテル基、フッ素化アリールおよびアル
キル基、アルキルエステルおよびアルキルエーテル基、ケトン、ピロリジノン、ポリエー
テル、ポリ（アルキレンオキシド）基、ポリ（フルオロエーテル）基、およびポリ（ジア
ルキルシロキサン）基を含む。好適には、このような表面官能性は、置換ジアゾニウム塩
の炭素質材料との反応により炭素質充填剤表面に付着される。適切な反応方法および材料
は上で、そしてたとえば上述の米国特許で開示されており、それらは引用によりここに組
入れられる。表面修飾は好ましくは炭素質材料の表面への官能基の共有結合による付着に
より生ずるが、他の付着も可能である。他の好適な態様によると、官能基の付着のための
前述の表面修飾はラジカル反応によりカーボンブラックの表面にポリマーをグラフト化す
ることによって達成されうる。ラジカル反応の例は炭素質充填剤との安定化フリーラジカ
ルポリマーの反応を含む。他の好適な態様によると、付着基のさらなる官能化は、たとえ
ばイオンもしくはフリーラジカル重合法を用いることによるような炭素質粒子の表面から
ポリマーを成長させることにより可能である。本発明で使用するためのこれらおよび他の
適切な表面修飾法および材料およびその安定性は本発明の開示を受けた利益により当業者
により明らかであろう。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　もう１つの態様によると、独立気泡のポリマー発泡体、好ましくはポリウレタン発泡体
は、化学修飾した炭素質充填剤を配合して、ポリウレタン発泡体系のイソシアネート成分
もしくはポリオール成分のいずれかで充填剤の改良された分散を与える。改良された充填
剤分散は得られるポリウレタン発泡体系の熱伝導性を低下させる。対照的に、種々のカー
ボンブラックのような公知の粒子材料がポリウレタン発泡体系に分散されるとき、得られ
る材料は発泡体内で一様でない分布を有するのが通常である。もっと詳しくは、カーボン
ブラックもしくは他の粒子材料は発泡体構造の支柱内に集中されているのが通常である。
この一様でない分布は望ましいよりも高い熱伝導をもたらす。ある好適な態様によると、
化学修飾炭素質充填剤はいくつかのもしくはすべてのそのような従来公知充填材料に加え
て、もしくは代って使用される。もっと具体的には、表面修飾カーボンブラックを含む化
学修飾炭素質充填剤、最も好ましくは１つ以上の有機基、またはエステルもしくはアルキ
ルのような有機基を有するポリマー部分を与えるために化学的に処理されたカーボンブラ
ックはポリウレタン発泡体系のイソシアネート部分に改良された分散を生じる粒子に有益
な性質を与える。１つ以上の極性官能基またはアルコール、アミン等のような極性官能基
を有するポリマー部分を得るために化学的に処理されたカーボンブラックを含む化学修飾
した炭素質充填剤はポリウレタン系のポリオール部分に改良された分散を有する。さらに
、アルコールもしくはアミン基を有するこれらの化学修飾した炭素質充填剤はポリウレタ
ン系のイソシアネート部分と反応性がある。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　好適なポリマー発泡体は、ポリウレタン発泡体、ポリイソシアヌレート発泡体、ポリス
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チレン等を含む。好ましくはポリマー発泡体は硬質の、独立気泡の発泡体であり、本発明
の化学修飾したある量の炭素質材料を有する。本発明の化学修飾した炭素質材料は、好適
な態様により硬質の、独立気泡のポリマー発泡体に配合されるとき、従来の充填剤材料で
同一のポリマー系を用いて得られるよりも発泡体セルの窓で高い濃度となると考えられる
。特に、多くの化学修飾した炭素質材料がポリマー発泡体の気体／固体界面でみられうる
。この充填剤材料の改良された分布は従来の充填剤材料を含む同一の発泡体に比較して発
泡体の比較的低い熱伝導を生じるのが好ましい。ポリマー発泡体において本発明の化学修
飾炭素質材料の使用は、改良された赤外放射吸収、良好な分散性、および／または発泡体
の改良された断熱性をさらにもたらしうる。したがって本発明の化学修飾した炭素質材料
は同様の量を用いる従来の充填剤材料よりも低い熱伝導をもたらす、発泡体中に化学修飾
した炭素質材料の分布を有する、得られる材料を好適に導く。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　ある好適な態様によると、構造を遮断する方法が提供され、特に断熱材および遮音材を
提供する方法である。前述の開示により独立気泡のポリマー発泡体の層、たとえばシート
もしく　はブロック、が構造の壁の少くとも１要素として使用される。好ましくは硬ポリ
マー発泡体パネル、任意には押出された遮断ポリマー発泡体構造が、遮断されるために構
造の壁に用いられる。この点について、本発明はＢａｒｔｚらの米国特許第５，３７３，
０２６号明細書の開示の改良であり、その開示全体は引用によりここに組入れられる。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　同様に、本発明はＤｅ　Ｖｏｓらの米国特許第５，６０４，２６５号明細書の開示の改
良であり、それは微細セル、独立気泡の硬ポリウレタンもしくはウレタン修飾ポリイソシ
アネート発泡体の製造に関する。Ｄｅ　Ｖｏｓらの特許の全開示は、微細セル、独立気泡
の硬質発泡体の製造および使用についての教示を引用することによりここに組入れられる
。Ｄｅ　Ｖｏｓらの特許で提案されたカーボンブラック充填剤に代えて本発明の化学修飾
した炭素質材料を配合するポリマー発泡体製品を製造し使用することは、本発明のこの開
示の利益を与えられる当業者の能力内である。ある好適な態様において、本発明のポリマ
ー発泡体は２つ以上のポリマー成分、たとえばポリイソシアネート成分およびポリオール
成分を一緒に混合することにより製造される。本発明の化学修飾した炭素質材料は、反応
性成分が一緒に混合されるので反応性成分を混合する前に１つ以上のそのような反応成分
に分散されうる。あるいは、本発明の化学修飾した炭素質材料は、反応性成分が一緒に混
合されるので、反応性成分に分散されうる。好適にはポリマー発泡体は、少くとも約８７
％の独立気泡、もっと好ましくは少くとも９１％の独立気泡を有する。ある好適な態様に
よると、ここに開示される化学修飾した炭素質材料を含む硬質の、独立気泡の、ポリウレ
タン発泡体は厚さが約０．５μｍであるセル窓を有する。この種の特に好適な態様は化学
修飾した炭素質材料を用い、表面はアミンもしくはアルコール基を有するポリマー部分に
結合されており、そのようなポリウレタン発泡体のポリオールもしくはイソシアネート反
応性成分に反応性もしくは親和性を付与する。ポリウレタン発泡体は、本発明の化学修飾
した炭素質材料を、発泡体の適切な反応性成分に優れた初期分散を達成することにより形
成される。
【誤訳訂正１９】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　ある好適な態様によると、独立気泡の、硬質ポリマー発泡体は化学修飾した炭素質材料
の表面に付着された低表面エネルギー基を有する、本発明の化学修飾した炭素質材料を含
む。理論に縛られたくはないが、本発明の化学修飾した炭素質材料の表面の低表面エネル
ギー基はそれらのぬれ特性を変化させると今は理解される。表面エネルギーのこれらの変
化は、発泡体セルの窓に主にみられる気体／固体界面の方へ充填剤粒子を向かわせると考
えられる。ある特に好適な態様によると、本発明の化学修飾した炭素質材料は、Ｃ１～Ｃ
２０基、たとえばＣ１～Ｃ８基のようなアルキル、もしくはハロゲン化アルキル基、特に
フッ素化アルキル基、ポリアルキレンオキシド、もしくはポリシロキサンを有する。ある
好適な態様により、ここで開示される発泡体に用いられる化学修飾した炭素質材料の表面
処理は好適には約１～約５μmol ／ｍ2である。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　特に好適な態様において、本発明の化学修飾した炭素質材料を配合する独立気泡の、硬
質ポリマー発泡体は、少なくとも１％の熱伝導率を有し、そしてある特に好適な態様にお
いて５％もしくは１０％でもあるが、充填剤なしの対応するポリマー発泡体よりも良好（
すなわち低い）である。さらに、本発明の化学修飾した炭素質材料と同様な量で対応する
従来のカーボンブラックを用いるポリマー発泡体よりも良好な断熱値を有しうる。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　ある好適な態様によると、化学修飾した炭素質材料を含む硬質の、独立気泡のポリウレ
タン発泡体は、厚さが約０．５μｍであるセル窓を有する。ある好適な態様によると、硬
質の、独立気泡のセルの発泡体、たとえばポリウレタン発泡体は、２００μｍより小さい
セル大きさ、好ましくは約１５０～約２００μｍで得られる。好適な態様に適している、
ここで開示された化学修飾した炭素材料は、たとえば発泡体製造時に核セル形成にガスを
発生できるもの、とくに上昇された温度でガスを発生しうる表面官能性を有するもの、を
含む。この種の特に好適な態様は、ｔ－ブチルカーボネートもしくはアシルアジド等で処
理された化学修飾した炭素質材料を配合するポリウレタン発泡体を含む。ある代わりの態
様によれば、化学修飾した炭素質材料は高温で分解してガスを発生する物質もしくは表面
被覆を有する。なお他の好適なこの種の態様において、硬質の、独立気泡のポリウレタン
発泡体は高度に多孔質である、化学修飾した炭素質材料を含む。理論に縛られたくはない
が、このような化学修飾した炭素質材料は発泡体セル形成の核をなす発泡体製造工程の間
に放出されるガスを捕捉すると現在は理解される。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００６６】
　本発明のある好適な態様において、修飾された炭素質粒子充填剤は、さらに説明される
ように、炭素質粒子材料の表面を化学的に修飾することにより製造される。特に好適な態
様において、修飾された炭素質粒子充填剤のような化学的に修飾した材料を配合する、独
立気泡の、硬質ポリマー発泡体は少なくとも１％の熱伝導率、そしてある特に好適な態様
においては５％もしくは１０％でもあるが、充填剤なしの対応するポリマー発泡体よりも
良好（すなわち低い）である。さらに、修飾したカーボンブラック粒子充填剤と同様な量
で、対応する従来のカーボンブラックを用いる対応するポリマー発泡体よりも良好な断熱
値を有する。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　上述のとおり、本発明における使用に適したある修飾カーボンブラック粒子充填剤はカ
ーボンブラック粒子材料を化学的に処理することにより形成されうる。約１～４μmol ／
ｍ2の表面処理が好適であり、たいていの場合４μmol ／ｍ2が特に好適である。なぜなら
、これは代表的なカーボンブラック材料のおよそ全表面範囲を供給すると現在は理解され
るからである。後記の実施例１～１３において、例示的な硬質の、独立気泡の、ポリウレ
タン発泡体が、本発明の好適な態様にしたがって形成される。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８９】
　これらのカーボンブラックもしくは他の炭素質充填剤材料は、硬質の独立気泡のポリウ
レタン発泡体に配合されるとき、従来のグレードのカーボンブラックよりも発泡体のセル
表面で比較的高い濃度であることがわかる。すなわち多くのカーボンブラックは修飾した
炭素材料を含むポリウレタン発泡体における気体／固体界面でみられる。しかもある好適
な態様において、修飾した炭素質材料の改良された分布は従来のカーボンブラックを含む
ポリウレタン発泡体に比較して比較的低い熱伝導率のポリウレタン発泡体を生じる。
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